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ご不明な点がございましたら、普及センターまでお問い合わせください。
西諸県農業改良普及センター　農畜産経営担当　TEL：0984-23-5105
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JA みやざき えびの市地区本部は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

営☆
イ
チ
ゴ

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

◎
農
薬
混
用
の
手
順

 

（
次
の
順
番
で
混
用
す
る
）

水
→
展
着
剤
→
液
剤
・
乳
剤
→
水
溶
剤
・

水
和
剤
→
フ
ロ
ア
ブ
ル
剤
→
液
肥

◎
定
植
前
の
ハ
ダ
ニ
・
う
ど
ん
こ
病
防
除

の
徹
底

◎
花
芽
検
鏡
確
認
後
に
定
植

◎
定
植
～
開
花
ま
で
の
病
害
虫
防
除
の
徹

底
花
芽
検
鏡

・
品
種
ご
と
新
葉
の
大
と
小
（
大
苗
・
中

苗
・
小
苗
）
の
３
本
は
必
ず
確
認
す
る
。

　

２
分
割
期
以
降
で
あ
れ
ば
追
肥
（
Ｏ
Ｋ

Ｆ─

１
を
１
０
０
０
倍
灌
注
）

苗
の
管
理

・
育
苗
の
摘
葉
回
数
が
多
い
ほ
ど
、
ク
ラ

ウ
ン
は
太
り
が
っ
ち
り
し
た
苗
が
育
成

で
き
る
。
し
か
し
、
最
終
の
葉
か
ぎ
は

定
植
20
日
前
ま
で
と
す
る
。
（
ク
ラ
ウ

ン
径
は
、
８
～
10
㎜
目
標
）

定
植
・
労
力
軽
減

・
定
植
～
開
花
の
約
１
ヶ
月
間
の
管
理
に

よ
っ
て
収
量
に
差
が
つ
く
。

・
深
植
え
は
避
け
、
ク
ラ
ウ
ン
が
見
え
る

よ
う
に
す
る
。

・
定
植
前
は
、
植
穴
灌
水
を
十
分
に
行
う
。

・
苗
の
下
葉
整
理
を
し
、
病
害
虫
の
本
圃

へ
の
持
ち
込
み
を
抑
制
す
る
。

・
基
肥
は
定
植
10
日
前
ま
で
に
施
用
し
耕

起
す
る
。

・
灌
水
チ
ュ
ー
ブ
セ
ッ
ト
後
に
定
植
す
る
。

（
定
植
後
の
１
ヶ
月
間
は
、
ク
ラ
ウ
ン

部
が
湿
る
よ
う
に
管
理
し
て
活
着
促
進

を
図
る
）

定
植
後
の
管
理

・
活
着
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
て
葉
色
を
出
す
。

対
策
と
し
て
、
定
植
後
１
週
間
は
根
鉢

中
心
に
十
分
な
手
灌
水
を
行
い
、
ポ
ッ

ト
床
土
と
本
圃
を
な
じ
ま
せ
る
。
（
草

勢
が
つ
か
な
い
と
２
果
房
の
分
化
が
早

ま
る
。
芽
な
し
株
の
発
生
の
恐
れ
）

・
マ
ル
チ
張
り
は
、
定
植
14
日
後
か
ら
出

蕾
前
ま
で
に
行
う
。
張
っ
た
後
は
根
張

り
促
進
を
図
る
た
め
、
マ
ル
チ
の
裾
を

株
元
あ
た
り
ま
で
あ
げ
て
お
く
。

病
害
虫
の
管
理

・
炭
疽
病
お
よ
び
う
ど
ん
こ
病
の
防
除
は
、

薬
剤
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
遵
守
す
る
。

・
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
及
び
ダ
ニ
の
防
除
に

も
注
意
す
る
。

☆
生
姜

（
担
当
：
岩
元
将
彦
）

　

台
風
や
激
し
い
集
中
的
な
降
雨
が
あ
る

場
合
や
新
根
が
肥
大
時
に
地
表
面
よ
り
露

出
し
ま
す
。
光
合
成
を
す
る
と
露
出
部
分

が
緑
化
し
、
品
質
が
低
下
し
ま
す
。
圃
場

の
状
態
を
適
時
確
認
い
た
だ
き
、
細
根
が

切
れ
な
い
よ
う
に
培
土
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

雑
草
が
圃
場
内
に
生
え
な
い
よ
う
に
除
草

管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ア
ワ
ノ

メ
イ
ガ
や
根
茎
腐
敗
病
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ

　

パ
ダ
ン
Ｓ
Ｇ
水
溶
剤　

１
５
０
０
倍

　

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
顆
粒
水
和
剤

　
　

２
０
０
０
倍
～
４
０
０
０
倍

根
茎
腐
敗
病

　

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
粒
剤　

18
㎏
／
10
ａ

☆
栗

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

出
荷
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
出
荷
時

に
は
病
害
虫
果
の
混
入
に
十
分
注
意
す
る

と
と
も
に
、
Ｓ
果
・
裂
果
の
混
入
が
な
い

よ
う
に
選
別
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

栗
苗
木
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
９
月
26
日
（
金
）
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
期
日
内
で
の
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

☆
き
ん
か
ん

（
担
当
：
中
村
真
吾
）

　

果
実
肥
大
期
に
は
、
５
～
７
日
間
隔
で

10
ｔ
／
10
ａ
程
度
の
灌
水
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
養
分
の
競
合
を
避
け
る
た
め
に

傷
果
や
新
梢
は
取
り
除
き
、
黒
点
病
の
防

除
と
し
て
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
水
和
剤
の
散

布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
水
和
剤
の
使

用
時
期
に
つ
い
て
は
収
穫
90
日
前
ま
で
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
９
月
末
ま
で
を
目
安

に
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

園
内
の
除
草
管
理
を
徹
底
し
、
ハ
ダ
ニ

と
カ
メ
ム
シ
の
発
生
に
注
意
を
払
い
ま

し
ょ
う
。

☆
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス（担

当
：
的
場
未
紗
）

　

10
月
に
入
る
と
定
植
の
時
期
に
な
る
の

で
今
月
の
内
に
本
圃
の
準
備
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
定
植
圃
場
は
必
ず
土
壌
消
毒
を

行
い
、
定
植
１
ゕ
月
前
に
は
堆
肥
を
入
れ
、

十
分
に
土
壌
と
混
和
し
ま
し
ょ
う
。

　

定
植
の
２
週
間
前
ま
で
に
は
畝
立
て
と

寒
冷
紗
の
被
覆
を
行
い
、
地
温
を
低
下
さ

せ
て
お
き
ま
す
。
ハ
ウ
ス
の
横
か
ら
日
が

差
し
込
む
場
合
は
サ
イ
ド
面
に
も
日
よ
け

を
作
る
と
良
い
で
す
。
定
植
２
日
前
ま
で

灌
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

	

☆
さ
と
い
も

（
担
当
：
西
ノ
村
智
樹
）

　

収
穫
期
に
入
っ
て
い
ま
す
。
特
に
疫
病

が
発
生
し
た
圃
場
の
里
芋
は
早
め
に
収
穫

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
収
穫
が
終

了
し
た
圃
場
に
つ
い
て
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー

に
よ
る
残
渣
を
細
か
く
粉
砕
す
る
作
業
を

行
い
、
分
解
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

☆
カ
ボ
チ
ャ

（
担
当
：
岩
元
将
彦
）

　

雌
花
が
開
花
し
始
め
た
ら
確
実
な
着
果

を
促
進
さ
せ
る
た
め
、
人
工
交
配
を
行
い

ま
し
ょ
う
（
雄
花
１
個
で
４
～
５
個
の
雌

花
に
受
粉
が
可
能
で
す
）
。
２
番
花
・
３

営
農
情
報

◎
園
芸
関
係
◎

総量 基肥 追肥
堆 肥 2,000 2,000 －
窒 素 20 12 8
リ ン 酸 25 17 8
加 里 20 12 8

施 肥 基 準
kg/10a
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さがそうよ　涙を笑顔に　する言葉

番
花
（
13
節
目
～
17
節
目
前
後
）
に
着
果

を
確
認
し
た
ら
、
１
番
果
を
摘
果
し
、
着

果
し
た
ら
実
の
大
き
さ
が
直
径
10
㎝
以
上

（
交
配
後
約
20
日
頃
）
に
な
る
ま
で
待
っ

て
か
ら
カ
ボ
チ
ャ
シ
ー
ト
を
敷
き
ま
し
ょ

う
。

☆
加
工
ほ
う
れ
ん
草（担

当
：
岩
元
将
彦
）

　

９
月
下
旬
よ
り
ほ
う
れ
ん
草
の
播
種
が

始
ま
り
ま
す
。
播
種
前
の
排
水
対
策
を

し
っ
か
り
行
い
、
水
が
た
ま
ら
な
い
よ
う

な
圃
場
準
備
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
播
種
直

後
は
除
草
剤
散
布
に
よ
る
雑
草
対
策
を
行

う
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
土

壌
が
過
乾
燥
気
味
だ
と
除
草
効
果
を
発
揮

し
づ
ら
い
の
で
、
あ
る
程
度
湿
り
気
が
あ

る
状
態
で
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

高
温
時
の
発
芽
後
の
立
ち
枯
れ
病
と
ハ

ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
の
被
害
に
注
意
し
管
理
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
ゴ
ー
ヤ
ー

（
担
当
：
西
ノ
村
智
樹
）

　

７
～
８
月
の
高
温
が
続
い
た
こ
と
に
よ

り
、
葉
枯
れ
や
草
勢
低
下
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
株
間
や
通
路
へ
の
置
き
肥
、
葉
面

散
布
を
行
い
草
勢
回
復
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

罹
病
葉
や
幼
果
段
階
で
の
奇
形
果
は
早
め

に
取
り
除
き
、
次
に
展
開
す
る
花
や
新
芽

に
切
り
替
え
て
い
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

病
害
虫
対
策
は
、
斑
点
病
や
斑
点
細
菌

病
、
カ
メ
ム
シ
や
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
中
心

の
防
除
を
行
い
、
収
量
・
品
質
維
持
に
努

め
ま
し
ょ
う
。
出
荷
時
の
選
果
選
別
の
徹

底
も
引
き
続
き
お
願
い
致
し
ま
す
。

☆
ピ
ー
マ
ン

（
担
当
：
中
村
真
吾
）

　

毎
年
９
月
頃
か
ら
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
や

オ
オ
タ
バ
コ
ガ
等
の
発
生
が
多
く
な
り
ま

す
の
で
、
捕
殺
と
早
期
防
除
を
徹
底
し
、

果
実
の
食
害
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
交

信
か
く
乱
剤
で
あ
る
コ
ン
フ
ュ
ー
ザ
ー
Ｖ

が
未
設
置
で
被
害
の
多
い
方
は
、
１
０
０

本
／
10
ａ
を
目
安
に
し
て
早
急
に
設
置
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
秋
雨
の

影
響
で
ハ
ウ
ス
内
が
多
湿
状
態
に
な
る
と

黒
枯
れ
病
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
雨
水
の
ボ
タ
落
ち
が
あ
る
部

分
を
修
繕
し
て
、
し
っ
か
り
と
空
気
の
循

環
も
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

防
除
に
つ
い
て
は
、
継
続
的
な
予
防
防

除
と
な
り
ま
す
が
、
発
病
し
て
し
ま
っ
た

葉
や
果
実
は
初
期
に
取
り
除
き
、
銅
剤
を

中
心
に
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
な
お
、

こ
の
時
期
は
肥
料
切
れ
や
微
量
要
素
欠
乏

症
を
起
こ
し
や
す
い
の
で
、
草
勢
を
み
て

追
肥
や
葉
面
散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
高

温
の
影
響
を
受
け
た
種
子
量
が
少
な
い
奇

形
果
は
早
め
の
摘
果
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
ミ
ニ
ト
マ
ト

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

例
年
９
月
頃
か
ら
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
や

オ
オ
タ
バ
コ
ガ
等
の
チ
ョ
ウ
目
類
の
発
生

が
多
く
な
り
ま
す
。
捕
殺
と
早
期
防
除
を

徹
底
し
て
、
果
実
の
食
害
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
多
発
し
て
い
る
場
合
は
、
交
信

か
く
乱
剤
で
あ
る
コ
ン
フ
ュ
ー
ザ
ー
Ｖ
を

１
０
０
本
／
10
ａ
を
目
安
に
し
て
設
置
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
設
置
後
、
３
ヶ

月
程
度
の
薬
剤
効
果
が
見
込
ま
れ
ま
す
の

で
、
薬
剤
散
布
と
併
せ
て
総
合
的
防
除
に

努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
草
勢
や
着
果
状

態
を
見
な
が
ら
に
は
な
り
ま
す
が
、
10
日

間
隔
で
の
カ
ル
シ
ウ
ム
剤
の
葉
面
散
布
や
、

同
一
間
隔
で
の
液
肥
に
よ
る
追
肥
も
引
き

続
き
行
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

☆
ら
っ
き
ょ
う

（
担
当
：
的
場
未
紗
）

　

９
月
中
旬
か
ら
下
旬
で
植
付
け
を
行
い

ま
す
。
基
本
１
球
植
え
と
し
深
さ
は
６
㎝

か
ら
７
㎝
。
浅
植
え
は
「
青
ら
っ
き
ょ

う
」
の
発
生
が
多
く
な
り
深
植
え
は
分
球

減
に
な
り
ま
す
の
で
定
植
の
深
さ
は
十
分

注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

☆
ご
ぼ
う

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

冬
春
播
き
に
つ
い
て
は
、
収
穫
終
盤
と

な
り
ま
す
が
収
穫
遅
延
が
無
い
よ
う
適
期

収
穫
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
次
作
に
つ

い
て
は
、
ご
ぼ
う
は
特
に
連
作
を
嫌
い
ま

す
の
で
、
イ
ネ
科
作
物
や
キ
ャ
ベ
ツ
・
ネ

ギ
な
ど
の
葉
根
菜
類
と
の
輪
作
を
行
い
排

水
良
好
な
圃
場
を
選
定
し
ま
し
ょ
う
。
春

～
初
夏
播
き
つ
い
て
は
、
順
調
な
生
育
か

と
思
わ
れ
ま
す
が
雑
草
の
発
生
に
注
意
し

て
、
手
作
業
ま
た
は
除
草
剤
使
用
に
よ
る

除
草
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
病
害
虫
防

除
に
つ
い
て
も
、
特
に
黒
斑
病
や
黒
斑
細

菌
病
、
黒
条
病
や
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
発
生
に

注
意
し
て
予
防
防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

 

☆
加
工
人
参

（
担
当
：
的
場
未
紗
）

　

播
種
後
の
管
理
と
し
ま
し
て
、
本
葉
２

～
３
枚
目
頃
（
播
種
後
30
日
）
に
１
回
目

の
間
引
き
と
青
首
防
止
と
排
水
対
策
を
兼

ね
て
生
長
点
が
埋
ま
ら
な
い
程
で
土
寄
せ

を
播
種
後
60
日
以
内
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

病害虫名 農薬名 希釈倍数・使用量（10ａ） 使用時期 使用回数
黒 斑 病 オーソサイド水和剤80 800倍・100～300ℓ 収穫14日前まで 5回以内

黒 斑 細 菌 病
カスミンボルドー 1000倍・100～300ℓ 収穫14日前まで 3回以内
Zボルドー 500倍・100～300ℓ ― ―

黒 条 病 フロンサイドSC 1000倍・100～300ℓ 収穫21日前まで 3回以内

アブラムシ類
アディオン乳剤 2000～3000倍 収穫7日前まで 5回以内・100～300ℓ

ウララDF 2000～4000倍 収穫7日前まで 2回以内・100～300ℓ

【 ご ぼ う の 病 害 虫 予 防 防 除 】
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☆
キ
ャ
ベ
ツ

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

定
植
が
終
了
し
て
生
育
が
順
調
に
進
ん

で
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
日
中
の
高
温

と
秋
雨
に
よ
っ
て
病
害
虫
の
発
生
が
多
く

な
り
ま
す
。
害
虫
に
つ
い
て
は
、
初
期
の

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
や
コ
オ
ロ
ギ
な
ど
の
食

害
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
被
害
が
懸

念
さ
れ
る
圃
場
に
つ
い
て
は
、
定
植
後
の

出
来
れ
ば
降
雨
後
に
ア
ク
セ
ル
ベ
イ
ト
を

３
～
６
㎏
／
10
ａ
株
元
散
布
し
て
く
だ
さ

い
。　
　

　

病
害
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
銅
剤

中
心
の
予
防
散
布
に
な
り
ま
す
が
、
薬
害

発
生
の
低
減
と
安
定
し
た
薬
剤
効
果
を
求

め
る
観
点
か
ら
、
天
候
が
安
定
し
て
い
る

場
合
は
Ｚ
ボ
ル
ド
ー
な
ど
の
無
機
銅
剤
、

多
量
の
降
雨
が
続
く
場
合
は
キ
ノ
ン
ド
ー

フ
ロ
ア
ブ
ル
な
ど
の
有
機
銅
剤
を
使
用
す

る
な
ど
の
使
い
分
け
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
台
風
に
よ
る
大
雨
や
強
風
も
懸

念
さ
れ
ま
す
の
で
、
事
前
の
排
水
対
策
や

台
風
前
後
の
防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
台

風
通
過
後
に
は
、
草
勢
回
復
の
た
め
に
尿

素
＋
鮮
緑
の
５
０
０
倍
液
を
葉
面
散
布
す

る
の
も
効
果
的
で
す
。

☆
白
ネ
ギ

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

９
月
に
入
り
ま
し
た
。
気
温
が
落
ち
着

い
て
く
る
中
旬
（
最
高
気
温
が
25
℃
に

な
っ
た
頃
）
を
目
安
に
土
寄
せ
を
開
始
し

ま
す
。
そ
の
際
、
土
寄
せ
と
併
せ
て
オ
リ

ゼ
メ
ー
ト
粒
剤
を
散
布
し
て
だ
さ
い
（
軟

腐
病
対
策
）
。
オ
リ
ゼ
メ
ー
ト
粒
剤
は
、

所
定
量
の
薬
剤
を
株
元
に
散
布
し
た
後
土

寄
せ
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
台
風

の
発
生
、
病
害
も
発
生
し
や
す
い
環
境
と

な
り
ま
す
の
で
、
ダ
コ
ニ
ー
ル
１
０
０
０
、

ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル
等
を
使
用
し

て
台
風
前
・
通
過
後
の
防
除
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

☆
加
工
甘
藷

（
担
当
：
岩
元
将
彦
）

　

基
腐
病
対
策
と
し
て
Ｚ
ボ
ル
ド
ー
（
５

０
０
倍
液
）
の
散
布
を
行
っ
て
下
さ
い
。

基
腐
病
が
確
認
さ
れ
た
際
に
は
抜
き
取
り

を
行
っ
た
上
で
ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ

ル
（
２
０
０
０
倍
液
）
の
散
布
を
行
っ
て

下
さ
い
。

　

ヨ
ト
ウ
ム
シ
対
策
と
し
て
、
プ
レ
オ
フ

ロ
ア
ブ
ル
（
１
０
０
０
～
２
０
０
０
倍
）

や
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
顆
粒
水
和
剤
（
２
０
０

０
～
６
０
０
０
倍
）
の
散
布
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
ま
た
葉
が
茂
っ
て
直
接
か
か
ら

な
い
場
合
も
あ
る
た
め
、
デ
ル
フ
ィ
ン
顆

粒
水
和
剤
（
１
０
０
０
倍
）
を
混
用
す
る

の
が
お
す
す
め
で
す
。

　

大
雨
や
台
風
に
よ
り
、
圃
場
内
に
水
が

溜
ま
る
こ
と
が
あ
る
為
、
排
水
対
策
を

し
っ
か
り
と
行
っ
て
下
さ
い
。

　

イ
ノ
シ
シ
等
の
害
獣
被
害
も
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
電
柵
の
作
動
確
認
、
ネ
ッ
ト
類

の
設
置
状
況
も
確
認
し
被
害
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

殺
菌
剤

ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル

希
釈
倍
数
：
２
０
０
０
倍

使
用
回
数
：
３
回
以
内

散
布
液
量
：
１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

使
用
時
期:

収
穫
14
日
前
ま
で

殺
虫
剤

プ
レ
オ
フ
ロ
ア
ブ
ル

希
釈
倍
率
：
１
０
０
０
～
２
０
０
０
倍

使
用
回
数
：
３
回
以
内

散
布
液
量
：
１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

使
用
時
期
：
収
穫
７
日
前
ま
で

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
顆
粒
水
和
剤

希
釈
倍
率
：
２
０
０
０
～
６
０
０
０
倍

使
用
回
数
：
２
回
以
内

散
布
液
量
：
１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

使
用
時
期
：
収
穫
前
日
ま
で

デ
ル
フ
ィ
ン
顆
粒
水
和
剤

希
釈
倍
率
：
１
０
０
０
倍

使
用
回
数
：
回
数
無
制
限

散
布
液
量
：
１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

使
用
時
期
：
発
生
初
期
但
し
、
収
穫
前
日
ま
で

☆
加
工
用
大
根

（
担
当
：
的
場
未
紗
）

　

播
種
時
期
を
迎
え
ま
す
。
播
種
時
に
キ

ス
ジ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
や
ネ
キ
リ
ム
シ
の
予
防

で
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
粒
剤
５
の
散
布
を
行
い
、

ま
た
、
雑
草
が
害
虫
発
生
の
原
因
と
な
り

ま
す
の
で
除
草
剤
（
ト
レ
フ
ァ
ノ
サ
イ
ド

乳
剤
ま
た
は
ラ
ッ
ソ
ー
乳
剤
）
の
散
布
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
台
風
等
の
激
し
い
降
雨

後
に
は
病
気
の
予
防
と
し
て
ダ
コ
ニ
ー
ル

１
０
０
０
の
散
布
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

殺
虫
剤

ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
粒
剤
５

　

使
用
量
：
６
㎏
／
10
ａ

　

使
用
方
法
：
作
条
土
壌
混
和

殺
菌
剤

ダ
コ
ニ
ー
ル
１
０
０
０

　

希
釈
倍
率
：
１
０
０
０
倍

　

散
布
液
量
：
１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

除
草
剤

ト
レ
フ
ァ
ノ
サ
イ
ド
乳
剤

　

散
布
分
量
：
１
５
０
㎖
～
２
０
０
㎖
／
10
ａ

　

散
布
液
量
：
１
０
０
Ｌ
／
10
ａ

ラ
ッ
ソ
ー
乳
剤

　

散
布
分
量
：
１
５
０
㎖
／
10
ａ

　

散
布
液
量
：
１
０
０
Ｌ
／
10
ａ

☆
ち
ぢ
み
ほ
う
れ
ん
草

（
担
当
：
西
ノ
村
智
樹
）

　

令
和
７
年
産
の
縮
み
ほ
う
れ
ん
草
の
作

付
け
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
作
付
け
時

期
は
10
月
上
旬
～
10
月
中
旬
頃
ま
で
で
収

穫
は
12
月
中
旬
～
２
月
下
旬
ま
で
で
す
の

で
ご
希
望
の
方
は
農
産
販
売
課
ま
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
た
ま
ね
ぎ

（
担
当
：
中
村
真
吾
）

　

令
和
７
年
産
た
ま
ね
ぎ
の
作
付
け
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
作
付
け
時
期
は
、
11

月
下
旬
頃
か
ら
、
収
穫
時
期
は
５
月
頃
と

な
り
ま
す
。
10
月
よ
り
育
苗
の
準
備
に
入

り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早

め
に
農
産
販
売
課
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

営営
農
情
報

◎
園
芸
関
係
◎

各
品
目
の
栽
培
の
お
申
し
込
み
・
お
問
い

合
わ
せ
は
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き 

え
び
の
市
地
区

本
部
農
産
販
売
課
（
☎
３
３

−

５
７
５
６
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

作
付
希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す



（15） 第５６９号 JA広報

「関係ない」　そう思わずに　勇気を出そう

◎担い手支援関係◎営農情報

稲刈り作業の申込み受付中です！
いよいよ『実りの秋』が近づいてまいりました！
（株）ＪＡアグリランド田の神さぁでは稲刈り作業の申し込みを受け付け
ています。お気軽にご相談ください。
　稲刈りシーズン直前でのお申し込みについてはお受けできない場合があ
ります。早めのご相談をお願いします。また、天候によって予定通り作業
が行えない場合がございますので、ご了承ください。

○作業料金は「令和７年度 農業機械銀行農作業料金表」に準じ
ます。
※稲刈り作業等、作業料金に変更があります。ご不明な点があ
りましたら、アグリランド田の神さぁ（☎３３－０１１１）
までお気軽にお尋ねください。

○稲わら作業（反転集草・梱包）、畦塗り、堆肥散布等につい
ても随時受け付けています。

お申し込みはお申し込みは
㈱ＪＡアグリランド田の神さぁ（☎33‐0111）まで㈱ＪＡアグリランド田の神さぁ（☎33‐0111）まで

㈱ＪＡアグリランド田の神さぁ
えびの市大字原田２２０６番地（旧ＪＡ飯野駅前農業倉庫事務所跡）
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☆
水
稲

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

１
．
管
理

　

こ
れ
か
ら
の
管
理
は
、
登
熟
歩
合
と

千
粒
重
を
高
め
る
重
要
な
時
期
で
す
。

適
度
な
水
管
理
に
よ
っ
て
葉
の
枯
れ
あ

が
り
を
少
な
く
す
る
た
め
に
根
の
活
力

を
維
持
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

湿
田
な
ど
や
用
水
の
関
係
で
の
や
む
を

得
な
い
と
こ
ろ
を
除
い
て
収
穫
前
の
５

～
７
日
前
ま
で
は
間
断
灌
水
（
３
日
水

入
れ
て
、
１
日
落
と
す
な
ど
）
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
水
田
に
湿
り
気
の
あ
る
飽
水

管
理
（
足
跡
に
水
が
残
る
程
度
の
状
態
）

で
も
効
果
が
あ
り
ま
す
の
で
十
分
な
管

理
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

２
．
病
害
虫

　

重
点
防
除
の
時
期
も
過
ぎ
ま
し
た
が
、

最
後
ま
で
油
断
せ
ず
、
こ
ま
め
に
圃
場

を
確
認
し
今
後
の
状
況
に
よ
っ
て
は
後

述
の
臨
機
防
除
を
判
断
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

10
月
に
入
り
、
刈
り
取
り
が
始
ま
る

と
ド
リ
フ
ト
の
リ
ス
ク
か
ら
自
分
の
収

穫
日
ま
で
日
数
が
あ
っ
た
と
し
て
も
原

則
、
農
薬
散
布
は
で
き
ま
せ
ん
。
自
分

の
収
穫
時
期
だ
け
で
な
く
周
辺
の
収
穫

時
期
も
考
慮
し
た
防
除
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
い
も
ち
病

　

葉
に
感
染
し
た
い
も
ち
病
が
穂
へ
と

感
染
（
穂
い
も
ち
）
し
、
収
量
に
大
き

な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

十
分
注
意
し
、
被
害
が
大
き
く
な
る
前

に
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

○
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
（
秋
ウ
ン
カ
）

　

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
は
株
元
に
生
息
し
、

稲
の
茎
か
ら
吸
汁
し
ま
す
。
ま
た
、
同

じ
場
所
で
世
代
を
繰
り
返
す
こ
と
で
爆

発
的
に
頭
数
が
増
加
し
、
坪
枯
れ
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。
今
年
は
発
生
が
あ
ま

り
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
最
後
ま
で
注
意
が

必
要
で
す
。

○
カ
メ
ム
シ
類

　

カ
メ
ム
シ
に
吸
汁
さ
れ
た
お
米
は
斑

点
米
と
な
り
、
農
産
物
検
査
時
に
混
入

す
る
と
等
級
格
下
げ
の
要
因
に
な
る
た

め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

臨
機
防
除

ブ
レ
ー
ド
ス
タ
ー
ク
ル
粉
剤
Ｄ
Ｌ

　

対　
　

象　

い
も
ち
病
・
ウ
ン
カ
類
・

　
　
　
　
　
　

カ
メ
ム
シ
類

　

散 

布 

量　

３
～
４
㎏
／
10
ａ

　

使
用
時
期　

収
穫
前
７
日
前
ま
で

　

使
用
回
数　

２
回
以
内

３
．
適
期
収
穫

　

収
穫
時
期
の
判
断
が
米
の
品
質
、
食

味
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

圃
場
ご
と
の
出
穂
期
を
基
準
と
し
て
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
今
後
の
天
候
（
気

温
）
に
よ
っ
て
は
登
熟
日
数
が
変
動
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
①
～
③
を

目
安
に
総
合
的
に
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

〈
収
穫
適
期
を
判
断
す
る
目
安
〉

①
出
穂
後
の
日
数
で
判
断

　

出
穂
後　

約
40
日

②
出
穂
後
の
積
算
気
温
で
判
断

　

９
５
０
℃
～
１
０
５
０
℃
（
出
穂

期
以
降
の
１
日
の
平
均
気
温
を
積
算

し
た
温
度
）

③
籾
の
黄
化
程
度
で
判
断

　

全
籾
数
の
約
80
％
が
黄
化
し
た
時
期

　

稲
刈
り
前
に
持
ち
込
み
さ
れ
る
乾
燥

施
設
に
連
絡
し
、
受
入
れ
可
能
か
ど
う

か
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

収
穫
後
に
生
籾
の
ま
ま
滞
貨
さ
せ
る

と
ム
レ
米
（
ヤ
ケ
米
）
が
発
生
す
る
可

能
性
が
高
く
な
り
、
品
質
に
影
響
が
出

ま
す
の
で
、
速
や
か
に
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

や
籾
摺
り
業
者
等
に
搬
入
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
品
種
名
を
し
っ
か
り
伝
え
る
な

ど
の
対
応
も
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

☆
栽
培
管
理
記
録
簿
の
提
出

　

今
年
も
、
米
の
栽
培
管
理
記
録
簿
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
Ｊ
Ａ
米
の
要

件
と
し
て
栽
培
管
理
記
録
簿
の
提
出
は

不
可
欠
で
す
。
必
要
事
項
の
記
帳
を
行

い
、提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
提
出
は
、

各
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
（
出
荷
時
）、
も
し

く
は
各
支
店
・
各
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

へ
お
願
い
し
ま
す
。

☆
そ
ば

　
（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

圃
場
の
排
水
対
策
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

そ
ば
は
生
育
が
早
く
、
雑
草
を
抑
え

る
力
が
比
較
的
強
い
品
目
で
す
が
、
条

播
栽
培
で
は
生
育
初
期
に
畝
間
の
雑
草

が
問
題
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
中

耕
し
ま
す
。

　

倒
伏
防
止
の
た
め
、
開
花
始
め
の
培

土
が
効
果
的
で
す
。
年
柄
に
よ
っ
て
は

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
な
ど
の
害
虫
類
の
発

生
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
使
用
で
き
る
登

録
農
薬
（
※
除
草
剤
を
含
む
）
が
非
常

に
少
な
い
品
目
で
す
の
で
、
農
薬
使
用

の
際
は
農
産
販
売
課
ま
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

☆
大
豆

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

９
月
は
開
花
期
を
終
え
て
着
莢
期
か

ら
子
実
肥
大
期
と
な
り
ま
す
。
ま
た
対

象
病
害
虫
の
防
除
時
期
と
な
り
ま
す
。

使
用
す
る
薬
剤
の
ラ
ベ
ル
を
よ
く
確
認

し
、
用
法
・
容
量
を
守
っ
て
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

カ
メ
ム
シ

ト
レ
ボ
ン
乳
剤

　

希
釈
倍
数 

１
０
０
０
倍

　

使
用
液
量 

１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　

使
用
時
期 

収
穫
14
日
前
ま
で

　

使
用
回
数 

２
回
以
内

紫
斑
病

ア
ミ
ス
タ
ー
２
０
フ
ロ
ア
ブ
ル

　

希
釈
倍
数 

２
０
０
０
～
３
０
０
０
倍

　

使
用
液
量 

１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　

使
用
時
期 

収
穫
７
日
前
ま
で

　

使
用
回
数 

２
回
以
内

※
展
着
剤
は
ク
ミ
テ
ン
（
浸
透
性
の
な

い
も
の
）
等
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

浸
透
性
を
高
め
る
も
の
（
ス
カ
ッ
シ
ュ

等
）
は
薬
害
を
生
じ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◎
農
産
関
係
◎

営営
農
情
報
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「大丈夫」　一人じゃないよ　僕がいる

収穫前に必ず雑草の除去をお願いします!!

収穫前の圃場管理と乾燥調製機械の点検を実施しましょう

雑
草
名
：
ク
サ
ネ
ム

雑
草
種
子

雑
草
名
：
タ
イ
ヌ
ビ
エ

　近年、農産物検査時に「雑草種
子」の混入が見受けられます。
　雑草種子が混入すると、品質低下
による等級格下げになるだけはなく、
その産地の信用失墜を招きます。
　選別機に頼るのではなく、目視し
た場合は事前に抜き取りを行いま
しょう。

　令和元年産の玄米に「異物混入」が散見されました。米の収穫・出荷前に、圃場管理と乾燥調製機器
の整備をしましょう。

　製品玄米への異物混入は、産地ブランドの信用失墜となります。圃場管理および乾燥調製機器の清掃
は必ず行い、産地ブランドの更なる向上に皆で努めましょう。

雑草の種子混入
・令和元年産、令和２年産米に雑草種子の混

入を確認
・雑草名＝クサネム　　玄米とほぼ同じ大き

さで、１.８㎜の網目でも選別されず混入
・精米時に、色彩選別機を「感度＝強」にし

て選別しなければ精米に混入する恐れあり

乾燥調製機器の整備清掃
・取引先へ玄米（紙袋）で販売を行ったが、

異物混入があり返品
・清掃不足によるゴミ等の混入
・また、昇降機下部の吹き溜まりに過年経過

の籾殻の固着が製品玄米へ混入



（18）令和７年９月５日発行え　び　の

JA みやざき えびの市地区本部は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

お申し込み・お問い合わせ先

（株）ジェイエイえびの市葬祭　☎35－0727（代）
プリエール加久藤会館・プリエール飯野会館

プリエール「あんしんの会」会員募集中
⑴　会員の条件　　加入金を納付された方
⑵　加入金は　　　①　JA みやざき えびの市地区本部の組合員の方は 2,000 円といたします。
　　　　　　　　　②　一般利用者は 3,000 円とし、加入金のうち 1,000 円は JA みやざき えびの市
　　　　　　　　　　地区本部への出資金といたします。
　　　　　　　　　③　会員自身の葬儀の場合は、加入金の 2,000 円を葬儀費用に充てるものとし、
　　　　　　　　　　会員資格を喪失いたします。
⑶　プリエール会員の特典

　祭壇価格（税抜）の１０％をＪＡえびの市葬祭の決算期にお返しいたします。
　葬儀の申込みがあり葬儀が重なった際に日延べの相談をさせていただきますが、調整ができずに止む
無く他の葬儀場で葬儀をされた会員に対しても、同様に祭壇価格平均（税抜）の１０％をお返しする対
応とさせていただきます。

⑷　利用者特典の範囲は
　特典を受けられる親族の範囲は、両親、配偶者、子供とします。

※お葬式の不安・疑問に、専門のスタッフがお答えし、解決いたします。
※家族葬のご相談も承ります。

葬 儀 相 談 会 開 催 中 両 親 配偶者会員本人

子 供

相 談 会 開 催 中相 談 会 開 催 中
（お葬式の疑問にお答えいたします）（お葬式の疑問にお答えいたします）

お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、
その疑問、専門のスタッフが解消いたします。その疑問、専門のスタッフが解消いたします。
突然のことだからこそ、突然のことだからこそ、
信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。
この機会に、ぜひ JA 葬祭へご相談下さい。この機会に、ぜひ JA 葬祭へご相談下さい。

えびの駅

相 談 会 開 催 中
（お葬式の疑問にお答えいたします）

お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、
その疑問、専門のスタッフが解消いたします。
突然のことだからこそ、
信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。
この機会に、ぜひ JA 葬祭へご相談下さい。

飯野会館・ご自宅でご相談を希望の方はお電話下さい！飯野会館・ご自宅でご相談を希望の方はお電話下さい！
※お電話にて予約いただければ、お客様をお待たせすることはありません。※お電話にて予約いただければ、お客様をお待たせすることはありません。

㈱ジェイエイえびの市葬祭㈱ジェイエイえびの市葬祭
TEL 0984-35-0727TEL 0984-35-0727 ㈹㈹
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あたたかい　言葉のシャワーで　えがおさく
★ご応募に際して取得した個人情報はこのたびの賞品プレゼントの抽選・発送以外には一切使用しません。

★
ヨ
コ
の
カ
ギ

1　

9
月
の
第
3
月
曜
日
は
―
―

の
日
。
国
民
の
祝
日
で
す

2　

敷
布
団
に
か
け
ま
す

3　

ツ
ナ
や
ビ
ー
ル
を
詰
め
ま
す

4　

仕
入
価
格
の
こ
と

5　

空
振
り
し
た
ら
バ
ッ
ト
が
切

る
も
の

7　

高
知
市
の
景
勝
地
。
坂
本
龍

馬
像
が
あ
り
ま
す

9　

重
い
―
―
を
上
げ
て
出
か
け

た

11　

ダ
リ
ア
や
コ
ス
モ
ス
は
こ
の

植
物
の
仲
間

12　

文
は
主
語
、
―
―
、
目
的
語

な
ど
か
ら
で
き
て
い
ま
す

13　

鶏
卵
の
重
量
の
60
％
を
占
め

ま
す

15　

兄
が
一
人
い
る
男
性

16　

し
め
縄
か
ら
下
げ
る
白
い

紙
。「
垂
」「
四
手
」
と
書

き
ま
す

17　

な
く
て
七
―
―

★
タ
テ
の
カ
ギ

1　

車
窓
を
流
れ
て
い
き
ま
す

3　

お
し
ゃ
べ
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん

6　

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
5
番

目

7　

9
月
1
日
は
―
―
大
震
災

の
起
き
た
日
。
現
在
は
防

災
の
日
に
な
っ
て
い
ま
す

8　

あ
ば
ら
骨
と
も
い
い
ま
す

10　

塗
装
し
て
い
な
い
、
―
―
の

カ
ウ
ン
タ
ー

14　

数
え
年
99
歳
の
お
祝
い
で

す

16　

ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
の
別
名

18　

終
わ
っ
た
ら
秋
に
な
り
ま

す

19　

祭
り
の
―
―
で
焼
き
そ
ば

を
買
っ
た

20　

十
五
夜
に
供
え
る
月
見
―

―
８
月
号
の
当
選
者

　

８
月
号
の
答
え
は「
ウ
ミ
ホ
タ

ル
」で
し
た
。正
解
者
総
９
人
の

中
か
ら
次
の
５
人
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
。（
敬
称
略
）

☆
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
☆

▽
久
　
保
　
智
　
美（
飯
　
野
）

▽
児
　
玉
　
紀
　
子（
飯
　
野
）

▽
川
　
﨑
　
道
　
公（
真
　
幸
）

▽
外
　
山
　
恵
美
子（
小
林
市
）

▽
久
保
田
　
友
　
治（
東
京
都
）

▽
解
き
方

　

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要

領
で
全
部
解
い
て
下
さ
い
。

　

次
に
Ａ
→
Ｅ
の
二
重
ワ
ク
の

文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が

答
え
で
す
。

▽
応
募
方
法

　

官
製
ハ
ガ
キ
に
答
え
を
記
入

し
、
あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
を
書
い
て
応
募
し

て
下
さ
い
。
一
人
に
つ
き
ハ
ガ

キ
１
枚
を
有
効
と
し
ま
す
。

▽
締　

切　

９
月
19
日

（
当
日
消
印
有
効
）

▽
発　

表　

本
誌
10
月
号
紙
上

▽
あ
て
先

　

〒
８
８
９
─
４
３
１
１

　

え
び
の
市
大
明
司

　
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き

　

え
び
の
市
地
区
本
部　

総
務
課

▽
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
に
手
作
り
つ
く
だ
煮
を
プ
レ

ゼ
ン
ト

正
解
者
の
中
か
ら
５
名
様
に
賞
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

エーコープ
「手作りつくだ煮」

ライスセンターの受入について
　ライスセンターの生籾・製品の受入につきまして、今年度より労働安全の観点から、下
記の通り受入時間を設けることとなりましたので、ご理解とご協力をお願い致します。

■□■ お問い合わせ ■□■
本店　農産販売課　　３３－３１１１　　   杉水流ライスセンター　３３－０７９２
湯田ライスセンター　３３－０４９２

【受入期間】　
杉水流ライスセンター　　令和７年９月２０日～１１月１０日　
湯田ライスセンター　　　令和７年９月２７日～１１月１０日　
【受入時間】　　　　生籾受入　：　午後6時迄
　　　　　　　　　　製品受入　：　午前8時00分～午後3時迄



（20）令和７年９月５日発行え　び　の

JA みやざき えびの市地区本部は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

え　び　の 令和７年９月５日発行 （20）

Ｊ
Ａ
広
報
え
び
の

〈
発
行
〉
〒
889-4311　

宮
崎
県
え
び
の
市
大
字
大
明
司
1061-1　

宮
崎
県
農
業
協
同
組
合
　
え
び
の
市
地
区
本
部
　
　
　
　
〈
編
集
〉
総
務
課
　
　
令
和
７
年
９
月
５
日
発
行

行　　事　　予　　定

　

７
月
24
日
、
Ｊ
Ａ
・
Ａ
Ｚ
Ｍ
ホ
ー
ル

で
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
す
べ
て
の
審

議
事
項
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◉
審
議
事
項
◉

■
理
事
の
報
酬
に
つ
い
て

■
役
員
退
職
慰
労
金
の
支
出
に
つ
い
て

■
令
和
６
年
度
業
務
報
告
書
に
つ
い
て

■
令
和
６
年
度
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌

に
つ
い
て

■
令
和
７
年
度
余
裕
金
運
用
に
か
か
る
年

次
運
用
方
針
の
変
更
に
つ
い
て

■
当
組
合
と
理
事
と
の
契
約
（
利
益
相
反

取
引
）
に
つ
い
て

◉
報
告
事
項
◉

■
第
27
回
参
議
院
選
挙
の
取
組
結
果
に

つ
い
て

■
広
報
活
動
状
況
に
つ
い
て

■
農
政
を
巡
る
情
勢
に
つ
い
て

■
㈱
ミ
ヤ
ベ
イ
直
販
の
商
号
（
会
社
名
）

変
更
に
つ
い
て

■
本
店
・
地
区
本
部
に
お
け
る
固
定
資

産
取
得
・
処
分
に
つ
い
て

■
利
益
相
反
取
引
承
認
後
の
四
半
期
報

告
に
つ
い
て

■
余
裕
金
月
次
運
用
方
針
に
つ
い
て

■
余
裕
金
運
用
に
か
か
る
リ
ス
ク
情
報

の
報
告
に
つ
い
て

■
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
不
祥
事
再
発
防
止
策

の
取
組
状
況
等
に
つ
い
て

理
事
会
報
告

月 日 曜 行　　　　　　　　　事

９

10 水 ふれあい日
郡子牛品評会

11 木 畜産共進会西諸決選（枝肉の部）

13 土 ＪＡ－ＳＳ感謝セール

14 日 子牛セリ市（～１６日）

15 月 敬老の日
ＪＡ休業日（集荷所は営業します）

16 火

道の駅えびの休館日
廃プラ集積日
総合座談会
得火デー

17 水 総合座談会

18 木 総合座談会
オーツヘイ即売会

20 土 令和８年度職員採用試験
県下一斉消毒の日

22 月 総合座談会

23 火 秋分の日
ＪＡ休業日

24 水 総合座談会
25 木 ＢＬ採血
26 金 耳標装着
29 月 成牛セリ市（妊娠牛）
30 火 耳標装着

10

1 水 ＪＡ主催子牛品評会
ＢＬ採血申込締切（１２月セリ市分）

3 金 ＪＡ－ＳＳ感謝セール
4 土 第６６回宮崎県畜産共進会（都城）種牛の部

7 火 郡子牛品評会
得火デー

8 水 ５種混合予防注射

9 木 成牛セリ市
（妊娠牛・乳子牛・和牛ＥＴセリ市）

10 金 ふれあい日
５種混合予防注射

令和７年９月１０日～１０月１０日
農業用廃プラスチック集積日

農業用廃プラスチックは
決められた収集日に出してください

集積場所　えびの市一般廃棄物最終処分場
集 積 日　９月１６日（火）
時　　間　午前９時～午後３時

（塩化ビニールは午後１時～午後３時）
※ビニールとポリマルチは混ぜないよう注意してください

グリーンセンター真幸店営業日のご案内　　　
2 5 年 1 0 月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

2 5 年 ９ 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

は営業日


